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第６学年 算数科学習指導案 

平成２９年１１月１５日（水）５校時 
                               ６年１組 児童数 ２３名  

場所 じっくりコース ６年１組教室 

ぐんぐんコース 6 年 2 組教室 

                                   指導者 じっくりコース 松本 哲郎 

ぐんぐんコース 岩井  圭 

１ 単元名  「比例をくわしく調べよう」 （東京書籍ｐ.１２４～１４９） 
 
２ 単元について 
（１）単元観 

本単元で扱う比例は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第６学年  D（２） 比例 

（２）伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。 

ア 比例の関係について理解すること。また、式、表、グラフを用いてその特徴を調べること。 

イ 比例の関係を用いて、問題を解決すること。 

ウ 反比例の関係について知ること。 

  児童は第 5学年第 3単元で、伴って変わる２つの数量の関係について、表から読み取ったり、表に

書き表したりしながら調べ、一方が２倍、3倍…になると、それに伴って他方も２倍、3倍…になる

関係を「○は□に比例する」と表現することを、用語「比例」とともに学習してきた。また、第 4単

元「小数のかけ算」では、数直線を基に、比例の関係を根拠にして小数をかける式が成り立つことも

学習してきた。 

本単元では、小学校における関数学習の統括として比例を本格的に取り扱い、その性質や特徴を明

らかにしていく。伴って変わる数やその規則性に着目して、問題を解決するという関数の考えを育成

する。既習である比例の定義を振り返りながら、まず、２つの数量が比例の関係にあるとき、この関

係を「ｙ＝決まった数×ｘ」という文字を使った式で一般的に表現し、既習の比例の内容を式から見

直す。次にｙがｘに比例するとき、ｘが小数倍、分数倍になると、ｙも同じ小数倍・分数倍になるこ

とを表を用いて調べ、「比例の性質」としてまとめる。そして比例の特徴をグラフで表し、比例のグ

ラフは原点を通る直線になることを理解させていく。さらに、比例を日常生活の場面での問題解決に

利用し、その有用性を実感させる。 

  また、単元の後半では反比例を扱うが、「ｘの値が２倍、３倍になると、それに伴ってｙの値は１/

２、１/３になる。」という反比例の意味を、比例の学習と対比しながら学ぶようにする。既習の比例

と比較し確認しながら進めていく。 

 

（２）児童観 

 本学級の児童は、今年度の全国学力・学習状況調査において、算数Ａ・Ｂの正答率が全国平均を上回

っており（Ａ：+13.4、Ｂ：+11.3）、領域別でも全領域で全国平均より高い結果となった。知識・技能

の習得が進み、思考力・判断力・表現力（＝活用力）も一定身に付いてきていると言える。しかし、個

別に見ると学力の個人差が大きく、特に活用力を要する問題で誤答が多かった。レディネステストでは

比例の関係を問うものは全員正答できていたが、道のりを求める式を、文字をつかって立式すること

や、比の値を最小の整数で表すことに課題が見られた。いずれも 2学期で学習した単元であるため、学

習内容の定着の弱さが課題となる。学習内容の定着と既習事項の活用を、再度意識させる必要がある。 

また、授業の中で、対話や全体協議などの際に、自分の考えを簡潔かつ的確に説明できる児童が増え

てきた一方で、対話の際に自分なりの考えが持てなかったり、気づきや考えを自分の言葉でまとめられ

なかったりする児童も依然見られる。さらに、算数日記でもしっかりと授業を振り返り、分かったこと

やできるようになったことなどを自分の言葉でまとめられた記述が見られるようになった中、授業感

想やまとめの書き直し程度しか書かれていないものも少なからずある。したがって、授業が発言や対話

に積極的な児童中心に進み、算数に対して消極的な児童や、活用力につまずきのある児童たちが置いて
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いかれがちになりやすいと考えられる。そこで、一人一人の様子をそれぞれの学習活動の中で的確に見

取り、各自が自分で考え、自分の言葉で伝えられる支援や手立てを講じていく必要がある。 

  

（３）指導観 

  児童は、比例関係の素地的な学習を数多く経験してきている。それらを既習事項としながら、本単元

では、比例関係の考察を通して、数量関係の見方・考え方をさらに広げたり深めたりする活動に取り組

んでいく。また、日常生活に関係のある課題を設定したり、具体的な操作などを多く取り入れたりする

ことで、一人一人が興味・関心を持って学習に取り組めるようにしながら、対話やグループ学習に自分

なりの考えを持って臨めるようにしていく。例えば、表に表された数量関係を読み取る学習活動では、

これまでは主に表を横に見ながらその変化の仕方を考察してきたが、本単元では、表を見る方向を変

え、縦や斜めに見ることで新たな視点で数量関係を考察することになる。また、第 5学年では未習の、

比例の関係をグラフに表す学習では、比例の関係にある 2 つの数量について様々な点を実際にノート

やグラフ用紙などに記入し、比例の関係を表すグラフが原点を通る直線になることを、具体的な操作を

通して学習していく。さらに、グラフからⅹやｙの値を求めたり、2本の直線のグラフから様々な具体

的な場面を読み取り、説明し合ったりしていく活動も取り入れ、比例の考えを用いて、様々な問題に活

用できるようにしていく。 

本時は、2社の携帯電話の 1カ月の通話代金をグラフ化したグラフを読み取り、どちらが得か考察し

ていく。その際、２つのグラフのうち片方は比例のグラフではないものを用いる。難易度が高く、一つ

一つの情報をきちんと整理しないと混乱する児童が出ることが予想されるが、既習事項を活用して

様々な問題を解決していく力の育成を、子どもたちが高い興味関心を持っているスマホを題材とした

課題で行いたいと考え、敢えて指導計画に組み込んだ。学びを日常生活につなげていくことと、日常の

事象を比例の性質を用いて数理的にとらえていくことのよさに気付かせることをねらっている。但し、

現実社会でのスマホやその料金プラン等の設定をそのまま用いるのではなく、比例についての既習事

項を活用し易いような設定にした。既習事項を基に考察し、グラフや表を根拠に自分なりの考えを持た

せ、それらを表現し合いながら、さらに考えを深めさせていきたいと考えている。 

 

（４）研究主題との関連 

  本校の研究主題は「主体的・協働的に学ぶ児童の育成」である。単元を通して、必然性のある対話と

活用可能な振り返りを工夫・改善しながら、深い学びの達成を目ざしていく。本単元では、自分の考え

を言葉、数、式、表、グラフなどを用いて説明し合う対話活動や、いろいろな考え方やそのよさを話し

合う対話活動を、児童が話したくなるタイミングや、めあての達成に直結する場面などで積極的に取り

入れることで、多面的で深い学びにつなげるようにしたい。その際、より多様な考えが持てるように、

視覚的、具体的に思考、操作できる教材を積極的に提示・提供していくことで、児童の関心・意欲を高

めるとともに、自ら話したくなる、友だちの考えを聞きたくなるように仕組み、主体的かつ協働的な学

習活動につながるようにしたい。また、毎時間振り返りの時間を確保し、その時間に分かったことや気

づいたことに加えて、何ができるようになったか、今後の学習や生活にどのように生かしていくかなど

も自分の言葉で書かせていく。 

 

３ 単元の目標 

○伴って変わる２つの数量の関係を考察することを通して、比例や反比例の関係について理解し、関数

の考えを伸ばす。 

 

４ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

・比例の関係に着目す

るよさに気づき、比例

の関係を生活や学習

に活用しようとして

いる。 

・比例の関係を表や式、

グラフに表し、特徴を

一般化してとらえ、身

の回りから比例の関

係にある２つの数量

を見いだして問題の

解決に活用している。 

・比例や反比例の関係

にある 2 つの数量の

関係を式，表やグラフ

に表すことができる。 

 

・比例や反比例の意味

や性質，表やグラフの

特徴について理解し

ている。  
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５ 本単元の学習の関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 指導と評価の計画（全１８時間） 

次 時 主な学習内容 主な言語活動 
評価 

関 考 技 知 主な評価規準（評価方法） 

第

一
次 

比
例
の
式 

１ 
 

 

・いろいろな２量の関係

について、比例の関係か

どうか調べる。 

２つの数量が比

例しているかど

うかについて、

既習事項を基に

説明する。 

◎    【関】比例の関係に興味をもち、

その関係を式に表そうとし

ている。（観察・発言） 

２
・
３ 

・比例の関係を、式に表す

方法を考える。 

・yがxに比例するとき、y

をxでわった商は一定

で、その関係を一般的な

形の式に表せることを

まとめる。 

・平行四辺形の高さを一

定にしたとき、面積は、

底辺の長さに比例する

ことを、比例の特徴を使

って確かめる。 

xと yの関係を、

式に表す方法を

考え、説明する。 

 

 

 

 

比例の性質を使

って、２量の関

係が比例してい

る か ど う か 考

え、説明する。 

   

 

 

 

◎ 

〇 【知】y が x に比例するとき、

y＝決まった数×x と表せ

ることを理解している。 

  （ノート・発言） 

【技】比例の関係を式に表すこ

とができる。 

（ノート・観察） 

 

第５学年 第６学年 中学１年 

・関数関係の意味  

・比例、反比例の意味 

・座標の意味 

・比例、反比例の表、式、

グラフ 

・比例、反比例を用いるこ

と 

比と比の値  

・比，比の値とその表し方 

・等しい比の性質と比の利用  

・事象と１次関数 

・１次関数の表、式、グラフ 

・1 次関数を用いること 

・2 元１次方程式のグラフ 

・1 次関数の利用 

文字と式  

・数量の関係を、文字を用いた式で

一般的に表すこと  

・文字を用いた式から数量の関係を

読み取って具体的な場面に表す

こと  

比例と反比例  

・比例・反比例の意味とその特徴の

考察 

・比例の関係に着目した測定 

・比例・反比例の式  

・比例・反比例のグラフ 

・いろいろなグラフの読み方 

・事象と関数ｙ＝aｘ² 

・関数ｙ＝aｘ²の表，式，

グラフ 

・関数ｙ＝aｘ²を用いる

こと 

・いろいろな事象と関数 

中学２年 

中学３年 

百分率とグラフ 

・割合の意味と使い方 

・円グラフと帯グラフ 

比例  

・２つの数量の対応や変

わり方を調べること 

・用語「比例」とその意味  
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第
二
次 

比
例
の
性
質 

４ 

・比例する2つの量の関係

には、どんな性質がある

か調べる。 

・yが xに比例していると

き、xの値が 1/2 倍、1/3

倍、…になると、それに

ともなって yの値も 1/2

倍、1/3 倍、…になるこ

とをまとめる。 

比例する 2 つの

量の関係には、

どんな性質があ

るか調べて説明

する。 

   ◎ 【知】yがxに比例するとき、xの

値が分数倍になると、それに

伴ってyの値も同じ分数倍に

なることを理解している。 

  （観察・ノート・発言） 

第
三
次 

比
例
の
グ
ラ
フ 

５
・
６ 

・比例の関係をグラフに

表して考察することが

でき、比例のグラフの特

徴を理解する。 

比例の関係をグ

ラフから読み取

り、説明する。 

   ◎ 【知】比例のグラフは原点を通

る直線になることを理解し

ている（発言・ノート） 

  〇  【技】比例の関係をグラフに表

したり、グラフから読み取っ

たりすることができる。 

 （観察・発言） 

７ 

・比例のグラフを考察す

ることを通して、比例の

グラフについて理解を

深める。 

傾きの異なる2

本の比例のグラ

フから、速さの

違 い や 時 間 の

差、道のりの差

な ど を 読 み 取

り、説明する。 

  ◎  【技】傾きの異なる2本の比例の

グラフから、それぞれの特徴

や事象の様子などを読み取

ることができる。 

 （発言・観察） 

８

（本
時
） 

 

・比例の性質を活用して

グラフを読み取り、問題

を解決する。 

 

 

一部比例してい

ないグラフを、

比例の性質に着

目して読み取

り、目的に応じ

て表現する。 

 ◎   【考】比例の性質を活用して、変

則的な比例グラフを読み取

り、目的に応じて情報を整理

し、表現している。 

 （観察・ノート） 

第
四
次 

比
例
の
利
用 

９
・
１
０ 

１
０ 

・画用紙300枚を、全部数

えないで用意する方法

を考える。 

・速さを一定と考えた場

合、道のりは時間に比例

することを使って、東京

を出発後、新幹線が新富

士駅を通過するまでに

何分かかるかを考える。 

・比例の関係を使って問

題を解決する。 

比例の性質を活

用して問題を解

決し、その方法

を説明する。 

 

 ◎   

 

 

 

 

〇 

【考】比例の関係にある2つの数

量を見つけ、比例の性質を問

題の解決に用いることがで

きる。（観察・発言） 

 

【知】比例の性質を理解してい

る。（ノート・発言） 

１
１ 

・「力をつける問題」に取

り組む。 

問題の解決方法

を説明する。 

  ◎  【技】学習内容を適用して、問題

を解決することができる。 

 （ノート・観察） 
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第
五
次 

反
比
例 

１
２ 

・面積が決まっている長

方形や、周りの長さが決

まっている長方形の、縦

や横の長さの変わり方

を調べる。 

・縦の長さが2倍、3倍、…

になると、横の長さはど

う変わるか調べる。 

・用語「反比例」の意味を

知る。 

・一方が増えると、もう一

方は減るという関係が

必ずしも反比例ではな

いことを確認する。 

面積が決まって

いる長方形や、

周りの長さが決

まっている長方

形の、縦や横の

長さの変わり方

を調べて説明す

る。 

○    

 

 

 

◎ 

【関】2つの量の変わり方に興味

をもち、表を使ってその関係

を調べようとしている。 

 （観察・発言） 

【知】反比例の意味を理解して

いる。（発言・ノート） 

１
３
・
１
４ 

・反比例の関係を式に表

す方法を考える。 

・yがxに反比例するとき、

xとyの積は一定で、その

関係を一般的な形の式

に表せることをまとめ

る。 

反比例の関係を

式に表す方法を

考え、説明する。 

○   

 

 

◎ 

 【関】反比例の関係に興味をも

ち、その関係を式に表そうと

している。（観察・発言） 

【技】反比例の関係を式に表す

ことができる。 

（ノート・観察） 

１
５ 

・反比例する2つの量の関

係には、どんな性質があ

るか調べる。 

・yがxに反比例している

とき、xの値が1/2倍、1/3

倍、…になると、それに

ともなってyの値は2倍、

3倍、…になることをま

とめる。 

反比例する 2 つ

の 量 の 関 係 に

は、どんな性質

があるか調べて

説明する。 

 ○   

 

 

 

◎ 

【考】反比例する２つの量の関

係について、比例の関係を基

に、表などを用いて調べてい

る。（観察・発言） 

【知】yがxに反比例するとき、x

の値が1/2倍、1/3倍、…にな

ると、それにともなってyの

値は2倍、3倍、…になること

を理解している。（発言・ノー

ト） 

１
６ 

・反比例する関係をグラ

フに表して、その特徴を

調べる。 

 

 

 

反比例の関係を

グラフから読み

取り、説明する。 

  ◎  

 

 

 

○ 

【技】反比例の関係をグラフに

表したり、グラフから読み取

ったりすることができる。 

 （発言・観察） 

【知】反比例のグラフの特徴を

理解している。（発言） 

第
六
次 

ま
と
め 

１
７
・
１
８ 

・「しあげのもんだい」に

取り組む。 

・発展学習として、巻末p.

２４４の「おもしろ問題

にチャレンジ！」に取り

組む。 

問題の解決方法

を説明する。 

  

 

 

〇 

 ◎ 【知】基本的な学習内容を身に

つけている。（ノート・観察） 

【考】比例の関係を活用して、応

用問題を解決している。 

  （ノート・観察） 
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７．本時の指導（８／１８）ぐんぐんコース 
（１）本時の目標 

本時の目標 比例の性質を活用してグラフを読み取り、問題を解決することができる。 

本時の評価規準 
【考】比例の性質を活用してグラフを読み取り、目的に応じて情報を整理し、表現

している。 

（２）準備物 
   ・スマホの写真と情報  ・グラフの拡大図  ・ワークシート  ・ヒントカード 
（３）展開 

学 習 活 動 
主な発問（〇）と予想される

児童の反応（・） 
評価規準 

（評価方法） 

指導上の留意点（・） 

対話（○）振り返り

（※） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
導 

 
 

 

入 

１
０
分 

１ 本時の課題を知る。 

・前時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題で扱う場面の設定

をつかみ、学習への関

心を高める。 

 

 

 

 

・本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

（Ａのチラシ） 

 

 

 

〇比例のグラフの特徴を言

いましょう。 

・直線になる。 

・「０」を必ず通る。 

〇前時はどのような学習を

しましたか。 

・２つのグラフを同時に読

み取りました。 

・２本のグラフから色々こ

とが分かりました。 

〇スマホを買うとき、何で

決めますか。 

・値段です。 

・便利で使い易いもの。 

・格好いいやつがいい。 

・月々の料金が安いプラン

があるもの。 

 

 

 

 

 

 

〇２社のスマホはこれで

す。 

・同じスマホだ。 

・どちらもいっしょ。 

〇２社のチラシがあるけ

ど、これを読んでも同じ

でしょうか。 

・ほとんど同じ条件だ。 

・Ａ社もＢ社も通話料金は

かかるよ。 

・Ｂ社は定額プランみたい

だね。 

  

 

 

 

・用語「原点」を 

 おさえる。 

 

 

 

 

 

 

・スマホの写真を 

 １枚提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２枚目のスマホ

の写真を提示す

る。 

 

・２社のチラシ（情

報）を提示する。 

 

 

・本体の見た目や

通話料金以外の

費用が同じであ

ることを確認す

る。 

Ａ社とＢ社のどちらのスマホを買おうか迷って

いる人がいます。あなたならどちらの会社のス

マホをおすすめしますか？ 
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 （Bのチラシ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ めあてを確認する。 

・めあてを設定する。 

 

 

 

 

・グラフ①を見て、気づ

いたことを述べ合い、

見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （グラフ①） 

〇２社のちがいは何です

か。 

・通話料金がちがう。 

・Ａ社は通話時間が長くな

ると、それにともなって

料金も高くなる。 

・Ｂ社は６０分までは同じ

値段だ。 

・６０分をこえると、値段

が上がると書いてある。 

〇２つの通話料金のちがい

を分かりやすく比べるの

は、どうすればいいです

か。 

・グラフで表すとよい。 

・表にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇この２つのグラフを見

て、どんなことが分かり

ますか。 

・片方は横一直線で、もう

片方は比例のグラフのよ

うになっている。 

・Ａは通話時間が 10分ごと

に 1000 円ずつ上がって

いる。Ｂは 60 分までは、

どこでも 3500 円。 

・通話時間が 25分を超える

とＡ社の料金が高くな

る。 

  

 

・簡単に通話料金

を比較できない

ことに気付かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・縦軸が料金、横軸

が 通 話 時 間 な

ど、基本的な事

項をおさえる。 

・Ａ社のグラフは

比例のグラフに

なっていること

をおさえる。 

・座標の読み方を

確認しておく。 

・２つのグラフが

交わる点の意味

をおさえる。 

 ３ ２つのグラフを読み

取り、問いに迫る。 

① チラシの情報からグ

ラフの続きを考え

る。 

（グラフ②） 

 

 

 

 

〇グラフはこの後、どうな

ると思いますか。 

・Ａ社は同じように伸び

る。 

・Ｂ社は６０分を過ぎた

ら、上がっていくね。 

〇どちらの会社の方がお得

ですか。 

・このまま上がっていく

と、Ｂ社の方が高くなる。 

・グラフの続きを見せてほ

しい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

・グラフ②を提示

する。 

・「このまま上がっ

ていくと・・」と

いう比例を仮定

する発言を引き

出す。 

グラフや表から、２社の通話料金のちがいを調べ、どちらがお得か

説明しよう。 
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展 
 

 
 

 
 

開 
 

２
５
分 

② グラフ②を見て、Ｂ

社がＡ社の料金に追

いつくのは通話時間

が何分のときか考え

る。 

 

 

・自力解決を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対話で考えを伝えあ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で協議する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ③） 

 

４ 表やグラフを基にＡ

社が得な通話時間とＢ

社が得な通話時間につ

いてまとめる。 

 

・自力解決で考えをノー

トにまとめる。 

 

・対話で説明し合う。 

 

・全体で協議する。 

 

〇このままいくとＢ社の方

が高くなるという意見が

出ましたが、本当ですか。 

・Ａ社の上がり方はずっと

同じだけど、Ｂ社の上が

り方はＡ社より急だか

ら。 

〇では、通話時間が何分の

ところで２社の通話料金

が同じになるのか調べて

みましょう。 

・グラフに書き込んでもい

いですか。 

・表も使ってみよう。 

・計算でもできそうだ。 

 

 

〇調べたことを対話で伝え

合いましょう。 

・グラフや表を基に対話す

る。 

・計算で求める方法も説明

する。 

・友だちの考えを書き足

す。 

 

 

〇対話したことを発表しま

しょう。 

・グラフを伸ばすと、８５

分のところで重なりまし

た。 

・本当にかっちり８５分か

な。 

〇表についても発表してく

ださい。 

・１分ごとにまとめると、

８５分のときに同じにな

りました。 

 

〇結局、どちらの会社のス

マホがおすすめなのです

か。 

 

・ほとんど通話をしない人

はＡ社がおすすめ。 

・１ヶ月に８５分以上通話

する人もＡ社の方がおす

すめ。 

・通話時間が２５分から８

５分までの人は、Ｂ社が

おすすめ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】比例の性質

を活用してグ

ラフを読み取

り、目的に応じ

て情報を整理

し、表現してい

る。（観察・発

言） 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを

配布する 

・グラフと表から

求めさせる。 

・自力解決が進ま

ない児童には、

それぞれが10分

経つとどれだけ

上がっていくか

に着目させる。 

〇グラフや表を根

拠に説明してい

くようにする。 

〇料金が比例して

いること、比例

しているからグ

ラフを延長でき

ることを、対話

を通して全員に

表現させる。 

 

・グラフ③を提示 

 する。 

・表は書画カメラ

で提示する。 

・１０分ごとにま

とめた表では正

確な時間は分か

らないことを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の発言を基

に、情報を整理

し、どちらのス

マホがお得なの

か考えさせる。 

・具体的な数値を

用いるようにす

る。 
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ま 
 

と 
 

め 

１
０
分 

５ まとめる。 

 

 

 

 

 

６ 本時の振り返りを行

う。 

① 適用問題に取り組

む。 

 

 

 

 

・自力解決で自分の考え

をまとめる。 

 

・対話で考えを伝え合

う。 

 

・全体で共有する。 

 

 

② 算数日記を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対話では、自分の理由や

根拠も伝え合いましょ

う。 

  

・児童の言葉でま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1 ヶ月はおよそ 4

週間であること

をおさえる。 

〇具体的な数値を

用いて説明する

ようにする。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のノートは書画カメラで提示し、ポイント

のみ板書する。 

 

グラフや表を使えば、２つの会社の料金のちがいが分かりやす

くなる。 

１週間で平均２０分ほど通話する人には、どち

らのスマホをおすすめしますか。 



- 94 - 

 

７．本時の指導（８／１８）じっくりコース 
（１）本時の目標 

本時の目標 比例の性質を活用してグラフを読み取り、問題を解決することができる。 

本時の評価規準 
【考】比例の性質を活用して、複雑な変化をするグラフを読み取り、目的に応じて

情報を整理し、表現している。 

（２）準備物 
   ・スマホの写真  ・提示用グラフ  ・ワークシート 
（３）展開 

学 習 活 動 
主な発問（〇）と 

予想される児童の反応（・） 
評価規準 

（評価方法） 
指導上の留意点（・） 

対話（○）振り返り（※） 

導 
 

 
 

入 
１
５
分 

１ 前時の学習を振り返

る。 

 

 

２ 本時の課題を知る。 

 

 

・課題で扱う場面の設定

をつかみ、学習への関

心を高める。 

 

 

 

・提示グラフ①の確認を

行う。 

 

・提示グラフ①を見て、

気づいたことを述べ合

い、見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇比例のグラフの特徴を言

いましょう。 

・直線になる。 

・「０の点」を必ず通る。 

 

 

 

〇スマホを買うとき、何で

決めますか。 

・値段です。 

・便利で使い易いもの。 

・格好いいやつがいい。 

・料金が安いもの。 

○このグラフは時間と何の

関係を表していますか。 

・時間と通話料金です。 

○この２つのグラフを見

て、どんなことが分かり

ますか。また、今までのグ

ラフと何が違いますか。 

・線が交わっている。 

○交わるとはどういうこと

ですか。 

・料金が同じになること。 

・片方は横一直線で、もう

片方は比例のグラフにな

っている。 

○なぜ比例と言えますか。 

・Ａ社は 10分で１０００円

ずつ上がっているから。 

○それでは、Ａ社は通話時

間２０分のとき、料金は

いくらになりますか。 

・２０００円です 

○３０分なら。 

・３０００円です。 

・Ｂ社はどれだけ通話して

も料金は同じになってい

るから比例ではない。 

・３０分を超えるとＡ社の

方が高くなる。 

  

 

 

 

・２つのスマホの

写真を提示し、

本体の値段も見

た目も同じであ

ることを確認す

る。 

・スマホ選びの際

に、料金設定が

大事であること

をおさえる。 

・縦軸が料金、横軸

が 通 話 時 間 な

ど、基本的な読

み取り方を確認

する。 

・グラフを段階的

に見せ、問題場

面 を 把 握 さ せ

る。 

 

・Ａ社のグラフは

比例のグラフに

なっていること

をおさえる。 

 

 

 

 

 

・表でも確認し、表

とグラフの対比

から、グラフの

有用性に気づか

せる。 

 

スマホの契約をするなら A 社と B 社のどちらがお得でしょうか。 
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３ ２つのグラフを読み

取り、問いに迫る。 

・提示グラフ②を見て、

気づいたことを述べ合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提示グラフ③を見て、

Ｂ社がＡ社の料金に追

いつくのは通話時間が

何分のときか考える。 

 

 

 

○みんなはどちらを選びま

すか。 

・30 分以上話したいから B 

・あまり話さないから A 

 

〇グラフには続きがありま

す。どんなことが分かり

ますか。 

・６０分を超えたらＢ社の

料金が上がり始めた。 

〇どちらの会社の方がお得

だと思いますか。 

・このまま上がっていく

と、Ｂ社がＡ社の料金を

超えそう。 

○なぜ、Ｂ社がＡ社を超え

ると思うのですか。 

・Ｂ社の上がり方がＡ社よ

り急だから。 

・Ａ社は 10 分で 1000 円上

がるけど、Ｂ社は 10 分で

2000 円も上がるから。 

・グラフの続きを見せてほ

しい。 

 

・グラフが途中で終わって

いる。通話時間が何分の

ところで追いつくのか

な。 

○何分くらいに追いつくと

思いますか。 

・９０分か１００分くら

い。 

〇では、通話時間が何分の

ところで追いつくのか調

べてみましょう。 

・グラフに書き込んでもい

いですか。 

  

 

 

 

 

・グラフ②を提示

する際もどちら

が得かを問い、

時間ごとの料金

を全員が把握で

きるようにし、

「このまま上が

っていくと・・」

という比例を仮

定する発言を引

き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフから求め

させる。 

・ワークシート（グ

ラフ）を配布す

る。 

展 
 

 

開 

２
０
分 

４ めあての設定 

 

 

 

 

・自力解決を行う。 

 

・対話で考えを伝えあ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇調べたことを対話で伝え

合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グラフを根拠に

説明していくよ

うにする。 

 

 

グラフからＢ社が再びＡ社と同じ料金になる時間を見つけ、どちら

がお得か考えよう。 
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・全体で協議する。 

 

 

 

 

 

 

 

・両方のグラフを伸ばし

てよいことを対話で

説明し合う 

 

・全体で確認する。 

 

 

 

 

 

 

４ グラフを基にＡ社が

得な通話時間とＢ社が

得な通話時間について

説明する。 

・これまでの活動を基

に、問いに迫る。 

 

・自分の考えをノートに

まとめる。 

・対話で説明し合う。 

 

・全体で協議する。 

 

〇どちらもこのまま料金が

上がると、Ｂ社が再びＡ

社と同じ料金になる時間

は何分の時でしょうか。 

・グラフを伸ばすと、９０

分のところで２社が重な

りました。 

 

〇なぜ、グラフを伸ばすこ

とができたのですか。 

・Ａ社ははじめから１０分

ごとに１０００円上がっ

ているので、このまま伸

ばすことができます。 

・Ｂ社も６０分より後は、

１０分で２０００円ずつ

上がると考えて伸ばしま

した。 

 

〇結局、どちらの会社のス

マホを買うのがお得なの

ですか。 

・通話時間によって変わ

る。 

・よく電話をする人はＡ社

の方がお得。 

・通話時間が３０分から９

０分までの人は、Ｂ社が

お得だね。 

・９０分以上ならＡ社。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】比例の性質

を活用して、複雑

な変化をするグ

ラフを読み取り、

目的に応じて情

報を整理し、表現

している。 

（観察・発言） 

〇料金が比例して

いること、比例

しているからグ

ラフを延長でき

ることを、対話

を通して全員に

表現させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の発言を基

に、通話時間ご

とにどちらの会

社がお得か整理

する。 

 

ま 

と 

め 

１
０
分 

５ まとめる。 

 

 

 

 

６ 本時の振り返りを行

う。 

・適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

○実はもう１社ありまし

た。C社の時間と通話料金

の関係をグラフに表しま

す。 

  

・児童の言葉でま

とめる。 

 

 

 

 

・C 社は２０００

円から始まり、

１０分で５００

円ずつ上がって

いく。 

 

 

 

・自分なりの理由

や根拠を明らか

にして説明させ

る。 

グラフを使えば、どちらの会社がお得なのか分かりやすい。 
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・自分の考えをまとめ

る。 

・対話で考えを伝え合

う。 

・全体で共有する。 

 

・算数日記を書く。 

 

   

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通話時間が６０分と９０分のとき、どこの会

社がお得ですか。 


